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研究成果の概要（和文）：本研究は，４カ年の研究計画において，以下の３つの研究を遂行した。
①日本全国８つの地域において，中学校現場の生物育成学習の実態調査を統一式で行い，1500校から回答を得
た。その回答から，学校で求められる教材のニーズが明らかにし，それを元に教材開発を進めた。②開発教材等
の情報をライブラリ化し，発信できるWebシステムを構築し，全国公開した。そのコンテンツは，教材の資料
（31編），動画（35本）から構成された。③その成果を教育現場に還元するためのセミナーやワークショップを
開催し，システムで閲覧できるようにした。以上，生物育成学習に関する教育支援フレームワークの構築と全国
展開がなされた。

研究成果の概要（英文）：This study carried out the following three studies in its four-year research
 plan.
1.A uniform survey was conducted on the actual conditions of nurturing living things education at 
junior high schools in eight regions throughout Japan, and responses were received from 1500 
schools. From the answers, the needs of teaching materials required at school were clarified, and 
the teaching materials development was promoted based on them. 2. A Web system that can collect and 
transmit information such as development teaching materials has been constructed and released 
nationwide. The contents consisted of materials for teaching materials (31 volumes) and videos (35 
books). 3. Seminars and workshops were held to give back the results to educational sites so that 
they could be viewed on the Web system. Based on the above, an educational support framework for 
nurturing living things was established and rolled out nationwide.

研究分野：技術教育，農業教育，作物栽培学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の研究成果は，これまで明らかとなっていなかった，全国の中学校技術科の生物育成学習の実態を北海道
から九州まで網羅的に明らかにしたところに第一の大きな学術的意義がある。また，それに呼応するために全国
の中学校技術科の教員養成に携わる大学において生物育成を担当する教員が研究拠点を形成し，それぞれの地域
の特色や専門性を活かした教材開発を行い，Webシステムで同時に公開したことも学術的意義として大きいと考
えられる。さらに，本研究の社会的意義は，本Webシステムを活用することで，全国の教育現場に情報を公開す
ることが可能となり，生物育成学習の促進につながる仕組みを構築できたことにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

中学校技術・家庭科（技術分野）（以後，技術科と称す）では，平成 24年度からの現学習指
導要領において，「生物育成に関する技術」が必修化となった。ある教科において，それまで
「選択」の内容であったものが，「必修」となることのインパクトは大きい。すなわち，これ
まで長い間，中学校技術科においては，いわゆる工学系のものづくり（木材・金属の加工）
ならびに情報の領域が「必修」とされており，「選択」であった「作物の栽培（現：生物育成）」
の履修率は極端に低く，全国的に１割程度であったといわれている（谷田ら，2011）。それは，
裏を返せば，９割の技術科教員が生物育成に関して経験不足ということを意味しており，必
修化から４年目となった現在においても，教員の戸惑いや不安は依然大きく，授業実施に対
する問題が山積している。 
その解決には，他の内容（材料加工や情報等）に引けを取らない授業実践例の蓄積と優れ

た学習教材の開発とともに，現職教員の再教育が重要であると考えられる。そこで，申請者
（研究代表者）は，科研費研究（基盤C：24501105）において，この解決を図るための教育支
援フレームワークを立ち上げ，現状分析を行いながら，教員間の連携の強化や，教材開発等
を行ってきた。 
ここで，注目したのは，小学校における生物の育成学習であった。小学校での様々な植物

栽培や動物飼育の学習について，認識している技術科教員は少なく，大きなギャップとなっ
ていることが明らかとなった。そこで，小学校での学習内容と技術科生物育成との継続性を
ふまえた，新しい生物育成教材を開発し，その教材を紹介する教員セミナーを開催すること
で，学校種を超えた地域の「横断的」な教員ネットワークの形成に成功した。 
しかしながら，この研究はあくまで，研究代表者の大

学のある地域（北部九州：福岡県）に限定される“パイ
ロット研究”の域を脱していない。この問題の全面的な
解決には，全国を視野に入れた展開が必要となる。そこ
で，人員が限られる状況の下，全国各地域で活躍してい
る当該教員８名を研究分担者として研究力を結集し，各
地域を「研究拠点」と位置づけ，全国的な教育支援フレ
ームワークを構築することができれば，この問題を解決
に導くことができると考え，本研究の着想に到った。ひ
いては，我が国の技術教育における生物育成教育の深
化・発展を図ることにもつながると期待される。このこ
とは，言い換えれば，地域を「縦断」しながら，学校種
を「横断」する，“縦と横”の有機的ネットワークの全国
展開である。 

 
２．研究の目的 

 本研究では，４カ年にわたって，大きく以下の３点について明らかにしながら，生物育成
必修化の問題解決に挑み，全国における生物育成教育の深化・発展を図ることを目的とした。 
 
目的１．研究(1)「各研究拠点における中学校現場の生物育成学習の実態調査」 
 研究分担者の配置から，「研究拠点」は，北海道，東北，関東，東海，近畿，九州に広がり，
それぞれの生物育成学習の実態を網羅的に把握することが容易である。各研究拠点における
実際の学習状況の調査を技術科担当教員へのアンケートやインタビューによって行うことで，
全国的な比較をもとに，地域的な特徴や，共通の問題を明らかにする。また，この結果を分
析することで，現場で求められている授業実践例や教材についても明らかにし，教材開発の
ヒントとする。 
 
目的２．研究(2)「各研究拠点の特性をふまえた新しい生物育成教材の開発と共有」 
 研究１において得られた結果をもとに，各研究拠点において教材開発を行う。ここでは，
現職教員や教員を目指す学生・大学院生を研究協力者に迎えながら，議論することも重要と
なる。また，本研究の申請メンバー（研究代表者と８名の研究分担者）は，地域性に加え，
得意とする専門分野（作物学，育種学，植物生態学，園芸学，畜産学等）が異なることから，
バリエーションに富んだ教材開発が期待される。開発された教材は情報を蓄積（ライブラリ
化）し，Web ページで発信することで，全国的に共有・活用できるようにするとともに，本研
究の現職教員への貢献度について，アンケート調査によって明らかにする。 
 
目的 3．研究(3)「各研究拠点での現職教員対象セミナーの開催と全国交流」 
 各研究拠点において，現職教員対象のセミナーを開催する。本研究の Web ページを立ち上
げ，活用することで，各種情報の共有化を図る。また，全国の技術科教員が相互に交流する
仕組みを作る。このような方法が教育現場の授業改善に貢献しているのかどうか，さらにど
のように改善すればよいかについて，交流の中から意見を徴収し，明らかにする。 
 

 

先行研究で立ち上げた教育支援フレームワーク  
通称：「農でつながる教育ネットワーク」 
学校種を横断的に結びつけ，小学校～中学校～高校
（農業科）～大学の教員間の情報交換，情報発信の場
としている。（代表平尾 基盤C：24501105） 

 



３．研究の方法 
各研究拠点の地域性や各専

門性を活かしながら，研究分
担者とともに十分な研究協力
が得られる研究体制を構築
し，研究１〜３を開始した。
本研究の組織体制は，右図の
通りである。 

 
 

方法１．研究(1)「各研究拠点における中学校現場の生物育成学習の実態調査 
本研究の研究拠点は，北海道から九州まで，我が国を地理的に網羅できるように広がってお

り，おおよそ全国をカバーできる体制となっている。この体制の下で，完全実施から 4年が経
過した時点での技術科の生物育成の学習内容，学習環境（育成場所，用具等）について，全国
共通のフォーマットを作成し，現職教員を対象としたアンケートによる実態調査を実施した
（10道府県での回答学校数：約 1500校）。 
 ここで，中学校技術科は，専任教員が配置されない場合も多く，地域差が特に大きい教科で
あることから，専任教員であるのか，臨時免許教員であるのかも把握しておく必要があり，生
物育成学習の内容の実施は，多くの不安・悩みを抱えている状況にあると考えられた。そのた
め，その実態が把握できるようなアンケートの内容や方法の検討も重要であると考え，研究組
織のメンバーが全員で意見交換しながら，アンケート内容を作成する形をとった。調査結果に
ついては，各地域の特徴や問題を分析することで，中学校現場の授業実践例や教材に関するニ
ーズが明らかとなり，研究２の教材開発のヒントとした。 
 
方法２．研究(2)「各研究拠点の特性をふまえた新しい生物育成教材の開発と共有  

各研究拠点において地域性を活かした作物種で構想し，教材開発に着手した。本研究の組織
メンバー（研究代表者と８名の研究分担者）は，得意とする専門分野（作物学，育種学，植物
生態学，園芸学，畜産学等）が異なることから，
それぞれの内容を盛り込みながら，バラエティ
に富んだ教材の創出を目指した。 

次に，開発した教材を発信し，全国的に共有・
活用できるする Web システム”SUNS（生物育成
学習支援システム：Support System of 
Nurturing Living Things Study ）”の開発を
行った。システムの設立趣旨を研究組織のメン
バー全員で共有しながら，必要な機能や発信す
るコンテンツ内容の検討を開発プロジェクト
として位置づけ，約１年間をかけシステムを構
築した。開発教材については，各種研究会，関
連学会で発表した上で，随時，その情報を公開
し，蓄積（ライブラリ化）していくことを可能
とした。なお，ライブラリの教材データについ
ては，多数の文字・画像・映像データの中から
利用者が必要とする情報を簡単に取り出せる
検索機能も付与させることで利便性の向上を
図ることとした。 

 
方法 3．研究(3)「各研究拠点での現職教員対象

セミナーの開催と全国交流」 
 研究拠点ごとに教員対象セミナーを行うこ
とを目標に，地域の研究協力者（現職教員有志
や大学院生等）と組織づくりを行った。例えば，
九州北部地区（研究代表者が担当）については，
３回のセミナーを企画した。また，実施したセ
ミナー内容については，Web 上で動画を公開
し，全国的に共有できるものとした。さらに九
州地区（北部，南部）では，共同で「教材開発合同セミナー」を企画し，計４回開催した（の
べ参加者約 90名）。 
また，システムセミナーの様子は Web ページを通じて，動画配信することで，共有化を図っ

た。また，Web ページを介して，全国の技術科教員が悩みや質問を投稿しながら，相互に交流
する仕組みを作り，交流の中から意見を集め，フィードバックさせて改善を行うこととした。 

 

北海道地区 
　小泉匡弘（北教大旭川：栽培教育学） 
　出口哲久（北教大札幌：作物生理学） 
 

東北地区 
　岡　正明（宮教大：作物育種学） 
 

関東地区 
　荒木祐二（埼玉大：植物生態学） 
 

東海地区 
　藤井道彦（静岡大：作物生態学） 
　太田弘一（愛教大：園芸学） 
 

近畿地区 
　土屋英男（京教大：農業教育学） 
 

九州地区 
　浅野陽樹（鹿児島大：畜産・草地学） 
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平尾健二（福教大：作物生理学） 
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（兼：九州地区分担） 

全国を網羅する 
研究体制！ 

本研究の組織体制 
　 

H28
（1年目）

H29
（２年目）

H30
（３年
目）

R1
（最終）

研究１ 研究２ 研究３

随時公開

随時公開

随時公開

現場のニーズ
（開発のヒント）

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
教
材
開
発
▼
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
材
・
実
践
例
開
発
▼
研
究
分
担
者
の
専
門
性
に
よ
る
教
材
開
発

各
拠
点
で
の
実
態
調
査
・
分
析

�
�
�

ラ
イ
ブ
ラ
リ
（
教
材
・
セ
ミ
ナ
ー
動
画
）
公
開

既
存
の�

�
�

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

随時
公開

随時
公開

研究期間終了後も継続できる
仕組みを検討

各
地
域
に
て
研
究
協
力
者
と
の
組
織
づ
く
り
▼
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
員
対
象
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
開
催

随時
公開



４．研究成果 
成果１．研究(1)「各研究拠点における中学校現場の生物育成学習の実態調査」 

 全国 10 道府県において同一フォーマットでのアンケート調査を行った。一例として，福岡県
における結果を以下に示す。 

2016 年 11 月に福岡県内のすべての国公私立中学校計 370 校を対象として，中学校技術「生物
育成に関する技術」全国アンケート調査を行い，計 137 校から回答を得た。回収率は 37.0%であ
った。アンケートは 22の質問からなり，調査項目は， 技術科担当の教員（免許の有無，指導経
験年数等），生物育成の実施状況（実施学年，時間数，作物種，栽培場所，栽培環境等），指導上
の難易度，授業実践上の課題，栽培以外の生物育成の学習，期待する教育効果等とした。 

回答中，技術科免許の有無については，２割強
が免許外（臨免）での指導であった。もともと，
本アンケートへの回答率が 37％であったことを
考え合わせると，非常勤講師による指導も多いこ
とが予想され，正規教諭による指導は少ないこと
が推察される。 

また，生物育成学習の指導上の難易度に関して
の質問では，回答者の 8割以上が難しいと感じて

いることが明らかとなった。さらに，その内容について，10の項目（生育の規則性等）について
４段階で尋ねたところ，その中で病虫害対策（防除方法、輪作の仕方など）が特に難しく感じて
いる割合が高く，約 8 割が難しい・やや難しいと回答していた（右図）。このことから，病虫害
に対する対応方法の提案や，そのとらえ方（その状況下での授業の進め方）について助言できる
体制づくりが重要であることが明らかとなった。 
 
成果 2．研究(2)「各研究拠点の特性をふまえた新しい生物育成教材の開発と共有」 
①教材開発成果例「生物育成学習におけるアクアポニックス装置の開発」 
平成 29 年告示の新学習指導要領，B 生物育成において「栽培」「畜産」「水産」の全ての

内容を扱うことが必修となった。一方で，授業時数は変わらないままとなっており，これら
の全てを深く取り上げるには十分な時数がある
とは言えない。特に，「水産生物の栽培」につい
ては，体験的な学習ができる環境が周辺にある学
校は限られる状況にある。そこで，魚の水産養殖
と水耕栽培が融合した生産システムである「アク
アポニックス」に注目し，教材として用いる場合
の栽培装置の構成や，水産生物の飼育密度，作物
種にはどのようなものが適しているのかについ
て検討した。装置を 2種類構想し，製作・稼働さ
せながら，比較検討を行った。また，アクアポニ
ックスに適した作物と水産生物を選定するた
め，3種類の葉菜類を定植し，生育状況を比較
するとともに，安定した作物栽培を可能とする
適正な水産生物の飼育密度を検討した。 
装置は，水産生物を飼育する水槽に直接ベッ

ドを浮かべ，エアレーションで酸素供給を行う
「水面式」，水産生物を飼育する水槽からポン
プを用いて排水しながら作物へ酸素供給を行
う「サイフォン式」を自作した。水産生物につ
いては淡水魚のドジョウを供試した。 
装置の比較では，「水面式」が「サイフォン

式」に比較して安価で製作時間も短いこと，
さらにドジョウの生育においても死亡率が小さかったことから，より適していることが明ら

図．全国アンケートでの回答結果（福岡県） 

 

図．２つの装置の比較 

 

図．異なるドジョウの飼育密度におけるミズナの生育 

 



かとなった。作物については，ミズナ，リーフレタスが良好に生育したのに対し，ホウレン
ソウは活着できずに全て枯死した。そこで，作物にミズナを用い，ドジョウ 4 匹を基準（1
倍）として，その 2 倍，3 倍，4 倍数を飼育する区とドジョウを飼育しない区を設け，ドジ
ョウとミズナの生育を比較した。その結果，実験区間に大きな差が表れ，ドジョウの飼育密
度が大きいほど，作物の生育が良好であることが確認された（右図）。1~4 倍区は無投入区と
比較して作物が育成するために必要な養分を供給できていることが確認された。しかしなが
ら，ドジョウの飼育の面からみると，水中の亜硝酸濃度が高い 4 倍区においては，死亡率が
高いため，両者の飼育バランスからは，３倍以上 4 倍以下が最適であると推察された。 

 
②Web システム「生物育成学習支援システム『SUNS』の構築」 
  構築した Web システムを『SUNS』と名付け，
2018 年 4月に全国公開した。SUNS のコンテンツ
には，以下の６つを用意した。 
 ・「お知らせ＆新着情報」 
 ・「開発教材（資料ダウンロード）」 
 ・「関連動画」 
 ・「質問コーナー」 
 ・「生物育成に関する FAQ」 
  ・「オピニオン」 

このうち，「開発教材（資料ダウンロード）」
には，18項目の下に 31編の資料，「関連動画」
には，作物栽培ミニ動画 35本，栽培セミナー動
画 7 本が各研究拠点の教材開発成果として，集
積され，いつでもダウンロード可能な状態で公
開されている。 
 さらに，「質問コーナー」においては，全国の
主に教育関係者からの質問に対して，各メンバ
ーが得意分野に合わせて回答できる体制として
いる。受けた質問のうち，公開していくべきもの
については「生物育成に関する FAQ」に集積させ
ていくことにしている。また，研究メンバーが個
人的に発信したい意見・情報については，「オピ
ニオン」において（組織メンバーの確認を経て）
自由に発信できるようにした。 
本システムの紹介フライヤーを製作し，各研究拠
点を中心に教育現場に配布している。 

 
成果 3．研究(3)「各研究拠点での現職教員対象セミナーの開催と全国交流」 
 研究期間において，各研究拠点において現職教員対象セミナーの開催をいろいろな形におい
て行った。例えば，関東地区（埼玉大学）においては，既存の埼玉大学栽培・環境教育研究会
を本研究の一環としても位置づけ，毎年参加者間での情報交換をしている。北部九州地区（福
岡教育大学）においては，計 3 回の教員対象セミナーを実
施した（1回は，新型コロナ感染対策のために延期）。また，
九州地区においては，北部地区（福岡教育大学）と南部地区
（鹿児島大学）が合同で「生物育成学習教材開発セミナー」
を立ち上げている。これには，現職教員，教員を目指す学生
が参加し，生物育成学習に関する情報交流を行い，有意義
なものとなっている。 
 教員対象セミナー（北部九州地区の例） 
 ・『容器栽培の秘訣教えます！』 

講師 竹村久生（浜松市中学校教諭）2017.8.22 
 ・『学校でできる！草でおいしい野菜づくり』 

講師 吉田俊道（有機農家）2018.10.14 
 ・『農業技術と教育をむすぶ』 

講師 古野隆雄（有機農家）2020.3.15【延期】 
 今後の課題として，SUNSを利用した全国交流に関しては，
まだシステムが緒に就いたばかりであることから，さらに
発信を増やしながら，双方向にやりとりを行うシステム
へと改善を図っていく必要がある。 
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程の検討、学校教育実践学研究、17巻、2011、81-89 
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日本産業技術教育学会第62回全国大会

日本産業技術教育学会北海道支部会第33回大会

日本産業技術教育学会第62回全国大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

太田弘一

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

中学校技術分野で実践可能なミニトマトとジャガイモのハイブリッド作物の栽培方法の開発

栽培・生物育成に関する短時間動画の開発と利用

生物育成に対する生徒の関心・知識に関する調査

新しい教育理念としての「土育」における技術教育内容の確認

浅野陽樹・柴田瞭・池田充・龍野巳代

出口哲久・冨田裕也

前田悠貴・小泉匡弘



2019年

2019年

2018年

2018年

日本産業技術教育学会第62回全国大会

日本産業技術教育学会東海支部研究発表会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

加藤仁視・太田弘一・梅原達男・磯井俊之

加藤仁視・太田弘一

平尾健二・小泉匡弘・出口哲久・岡正明・荒木裕二・藤井道彦・太田弘一・土屋英男・浅野陽樹

平尾健二・上窪麻亜愛・石丸健

 ３．学会等名

日本産業技術教育学会　第61回全国大会

日本産業技術教育学会　第61回全国大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

養蜂（ミツバチ）をはじめとする昆虫飼育利用の技術における昆虫の家畜化に関する検討

生物育成学習支援システム(SUNS)の構築とその紹介

教材用イネの開発　１.草丈に注目した子どもが栽培しやすいイネへの改良

養蜂技術（蜜蜂飼育）の中学校技術生物育成分野における題材化に向けての検討

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農業教育学会第76回大会

日本農業教育学会第76回大会

日本産業技術教育学会第31回九州支部大会

日本産業技術教育学会第31回九州支部大会

大石一慶・平尾健二・常松浩史

後藤栄太・平尾健二

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

イネの収量ポテンシャルを向上させるための新技術に関する研究

アイガモの屠畜を通じた命の授業のあり方に関する研究

中学校技術科生物育成における有機栽培技術の導入ー雑草を用いた土づくり技術の確立ー

省力化に注目したアイガモ農法の教材化に関する研究

 １．発表者名

 １．発表者名

平尾健二・甲斐ふゆみ・吉田俊道

後藤栄太・平尾健二・古野隆雄



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

祖母仁田湧・平尾健二

佐々木翼・出口哲久

冨田祐也・出口哲久

荒木祐二・岩崎翼・平尾健二

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本産業技術教育学会第31回九州支部大会

日本産業技術教育学会北海道支部会第32回大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ものづくり教材としてのヒョウタンの研究ー小学校理科・図画工作科・音楽科における関連的な指導の実践と分析

種子を用いての搾油による教材開発 　～搾油量と水分量の相関に関する報告～

栽培作業を説明する短時間動画の開発 ～動画編集の方法と解像度におけるファイルサイズの検討～

「生物育成に関する技術」の全面実施後にみられる教員の意識と授業実践の変化：埼玉県におけるアンケート調査を例に

 １．発表者名

日本産業技術教育学会北海道支部会第32回大会

日本産業技術教育学会第61回全国大会



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農業教育学会第76回大会

日本農業教育学会第76回大会

日本産業技術教育学会第61回全国大会

日本産業技術教育学会第61回全国大会

盛岡明峰・土屋英男・平尾健二

藤井道彦・杉澤洋斗

藤井道彦・白石寿月

荻野 歩・土屋英男

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

「生物育成の技術」の必修化に伴う大阪府中学校技術科における実習教材活用の現状と課題

容器のサイズがラッカセイの生育に及ぼす影響とそれを用いた教材化に関する研究

コンパニオンプランツの教材化に関する研究　－間隔と組み合わせによる効果の違いについて－

スーパーサイエンススクールに指定された農業高等学校生における授業等への取り組みに対する意識

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本産業技術教育学会第36回東海支部大会

日本産業技術教育学会第61回全国大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

関健太・小泉匡弘・渡壁誠

 ２．発表標題

藤井道彦・松下直輝

藤井道彦・山口裕馬

藤井道彦・杉澤洋斗

日本産業技術教育学会第61回全国大会

日本農業教育学会第76回大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

「生物育成の技術」における，多面的・多角的視点による思考の方法の習得

培地環境と養液供給システム構成の比較によるアクアポニックスの教材化に関する研究

メキャベツの教材化に関する研究

品種の違いと灌水頻度の違いが容器栽培によるラッカセイの生育に及ぼす影響とそれらを用いた教材化に関する研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本産業技術教育学会北海道支部会第32回大会

日本産業技術教育学会第61回全国大会

十亀遥・小泉匡弘

太田弘一・平尾健二

加藤仁視・太田弘一・梅原達男・磯井俊之・梅原雪奈

太田弘一・冨田悠暉・櫻井惇之佑

日本産業技術教育学会第36回東海支部大会

日本産業技術教育学会第36回東海支部大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

生物育成における環境調和型技術の展開と可能性

『土育』の提案　～中学校技術生物育成における土づくりの学びの意義との関連において～

中学校技術の生物育成分における題材化のための養蜂技術の内容確

サツマイモ混作によるトウモロコシ増収効果の確認と教材化を目指したプランター栽培の検討

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本産業技術教育学会第36回東海支部大会

日本産業技術教育学会第60回全国大会

日本産業技術教育学会第60回全国大会

日本産業技術教育学会第60回全国大会

祖母仁田湧・平尾健二

平尾健二・永田祥晟・甲斐ふゆみ

平尾健二・甲斐ふゆみ・祖母仁田湧

太田弘一・鈴木健司・成田圭吾

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ヒョウタンの教材化に関する研究　―その栽培方法と材料としての加工処理法の検討－

土壌の発酵メカニズムを利用した学校における有機栽培技術の確立

中学校技術「生物育成に関する技術」全国アンケート調査の実施　―福岡県における現状の紹介－

クズ，宿根アサガオ，ヘチマを用いた高層建築物壁面緑化方法の改良　―台風被害と対策を中心として―

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農業教育学会第75回研究発表会

日本産業技術教育学会第60回全国大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

浅野陽樹・川畑南美・池田充・龍野巳代

 ２．発表標題

祖母仁田湧・平尾健二

祖母仁田湧・平尾健二

浅野陽樹・平尾健二

日本産業技術教育学会第60回全国大会

日本産業技術教育学会第30回九州支部大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

有機質肥料の施用効果を示すサツマイモ袋栽培の教材化 －腐葉土・堆肥施用と高温処理の効果－

ヒョウタンの教材化に関する研究　―児童を対象とした実践の紹介－

小学校におけるヒョウタンの教材化に関する研究　―適切な接木方法とその生育について－

中学校技術「生物育成に関する技術」の鹿児島県アンケート調査からみた生物育成教育の現状と今後の方向性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本産業技術教育学会第30回九州支部大会

日本産業技術教育学会第60回全国大会

池田舟・浅野陽樹

小泉匡弘・出口哲久・平尾健二

勝瀬駿太・小泉匡弘

出口哲久・小泉匡弘・平尾健二

日本産業技術教育学会第31回北海道支部大会

日本農業教育学会第75回研究発表会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

土壌物理性の簡易測定法の改善および物理性の異なる混合培土による作物栽培

生物育成の実践上の課題及び教師が期待する教育効果-北海道の事例

動機付けを高める植物工場体験教材の開発

北海道における中学校技術 「生物育成に関する技術」の現状と課題 ー技術科教員免許に着目してー

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本産業技術教育学会第31回北海道支部大会

日本農業教育学会第75回研究発表会

日本農業教育学会第75回研究発表会

日本産業技術教育学会第60回全国大会

盛岡明峰・土屋英男・ 平尾健二

土屋英男・大西倫央・盛岡明峰・ 平尾健二

藤井 道彦・平尾健二

出口哲久・小泉匡弘・平尾健二

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

生物育成の技術の必修化に伴う京都府中学校技術科における実習教材活用の現状と課題

中学校技術科「生物育成の技術」の必修化に伴う京都府における授業実践の現状と課題

中学校技術「生物育成に関する技術」全国アンケート調査からみた 静岡県における生物育成教育の現状

北海道における中学校技術 「生物育成に関する技術」の現状と課題 ー採用教材に着目してー

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本産業技術教育学会第60回全国大会

日本農業教育学会第75回研究発表会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

藤井 道彦・寺家谷俊佑

 ２．発表標題

藤井 道彦・長谷川靖城

藤井 道彦・白石寿月

藤井 道彦・松下直輝

日本産業技術教育学会第60回全国大会

日本産業技術教育学会第60回全国大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

日照が野菜の生育に及ぼす影響の教材化に関する研究

栽培時期と品種の比較によるヒマワリ栽培の教材化に関する研究

コンパニオンプランツの教材化に関する研究 －組み合わせによる効果の違いについて－

アクアポニックスの教材化に関する研究 －培地と作物の選択の違いによる生育の変化について－

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農業教育学会第75回研究発表会

日本産業技術教育学会第60回全国大会

太田弘一・平尾健二

内海紘典・會田有夏・平尾健二・岡　正明

會田有夏・内海紘典・岡　正明

Michihiko Fujii, Ayano Mita

日本産業技術教育学会第60回全国大会

第7回国際作物学会議（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

「生物育成に関する技術」全国アンケート調査により確認された愛知県の「生物育成」指導の現状

全国生物育成アンケートにより見出された宮城県の生物育成教育の現状

3Dプリンタで製作した新規水耕容器を用いた葉菜類の栽培

Comparison of traits relevant to drought resistance of NERICA, Asian rice and African rice and differences in effects of
compost

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on Science, Technology & Education 2016（国際学会）

日本農業教育学会第74回講演会

日本農業教育学会第74回講演会

日本産業技術教育学会第59回全国大会

平尾健二・鶴園美寿々・祖母仁田湧・中西実和子・吉田俊道

藤井 道彦・千明 賢治

平尾健二・鶴園美寿々・祖母仁田湧・中西実和子・吉田俊道

Tadahiro Koizumi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

有機農法「菌ちゃん野菜づくり」の教材化　ー雑草による土作りとそれを用いたプランター栽培ー

ケナフの栽培を通したものづくり体験に関する研究　－栽植間隔と肥料による違い－

有機農法「菌ちゃん野菜づくり」の教材化　ーその防虫効果の検証ー

Development of a Teaching Tool for STEM Education in Technology for Nurturing Living Things

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本産業技術教育学会第59回全国大会

日本産業技術教育学会第59回全国大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

藤井道彦・亀山慎二

 ２．発表標題

祖母仁田湧・中西実和子・平尾健二

名嶋優・津田拓真・岡　正明

浅野陽樹・福丸瑛里紗・池田充・龍野巳代

日本産業技術教育学会第59回全国大会

日本産業技術教育学会第59回全国大会
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